
市
長
選
と
市
議
選
の

統
一
実
施
を
望
む
陳
情
を

　
　
　
　
　
　
　「
趣
旨
採
択
」

議
会
運
営
委
員
会

林
　
光
仁
　
委
員
長

　

前
議
会
か
ら
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

ま
し
た
「
市
長
選
挙
と
市
議
会
議
員
選

挙
の
統
一
選
挙
実
施
に
関
す
る
陳
情
」

の
審
議
で
は
従
来
統
一
で
あ
っ
た
市
長

と
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
平
成
10
年
以

降
市
長
の
辞
任
で
別
々
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
経
費
や
投
票
率

の
改
善
な
ど
か
ら
、「
苫
小
牧
市
政
に

提
言
す
る
市
民
の
会
」
か
ら
陳
情
が
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。（
平
成
28
年
2
月

提
出
）

　

3
月
よ
り
精
力
的
に
議
論
を
進
め
、

改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
公
明
は
「
採
択
」、

緑
風
は
「
趣
旨
採
択
」、
民
進
党
・
市

民
連
合
は
「
継
続
審
査
」、
共
産
と
会

派
市
民
は
、
4
年
間
と
い
う
任
期
や

市
長
が
変
わ
る
た
び
に
解
散
す
る
懸

念
も
あ
る
と
し
て
「
不
採
択
」
の
意
向

を
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
7
月
1
日
で

の
委
員
会
で
は
、
具
体
的
な
内
容
は

し
っ
か
り
と
議
論
を
深
め
る
こ
と
が

必
要
と
し
た
う
え
で
、
陳
情
の
趣
旨
は

理
解
で
き
る
と
し
、
委
員
会
と
し
て

「
趣
旨
採
択
」
と
し
ま
し
た
。
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ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
の

安
定
的
な
運
用
を

総
合
開
発
特
別
委
員
会

金
澤
　
　
俊
　
委
員
長

　

今
回
は
、
苫
小
牧
港
東
港
区
の
ガ
ン

ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
の
事
故
に
つ
い
て
、

そ
の
経
緯
や
責
任
の
所
在
に
つ
い
て
の

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
苫
小
牧
市
が
物

流
拠
点
た
る
大
き
な
要
素
で
あ
る
港
湾

の
荷
役
を
担
っ
て
い
る
ガ
ン
ト
リ
ー
ク

レ
ー
ン
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
安
定
的

継
続
的
な
運
用
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
新
千
歳
空
港
の
経
営
改
革
に

つ
い
て
、
資
料
と
し
て
「
空
港
経
営
改

革
に
つ
い
て
」
が
配
布
さ
れ
、
国
の
目

指
す
空
港
経
営
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら

北
海
道
に
お
け
る
今
後
の
進
め
方
な
ど

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
質
疑
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
苫
東
地
域
に
お
け
る
自
動

走
行
試
験
場
の
誘
致
に
つ
い
て
、
質
疑

が
あ
り
、
今
後
大
き
な
波
及
効
果
が
期

待
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

経
済
都
市
苫
小
牧
市
に
と
っ
て
、
ま

た
ひ
と
つ
明
る
い
話
題
と
な
り
そ
う

で
す
。

（
仮
称
）苫
小
牧
市
民
ホ
ー
ル
建
設
の

質
疑
が
開
始
し
ま
し
た

安
全
・
安
心
及
び
市
民
ホ
ー
ル
建
設
に

関
す
る
特
別
委
員
会

小
野
寺
　
幸
恵
　
委
員
長

　

今
委
員
会
で
は
、「
樽
前
山
火
山
防

災
協
議
会
の
設
立
に
つ
い
て
」
と
「
苫

小
牧
自
主
防
災
組
織
連
合
会
の
設
立
に

つ
い
て
」「
熊
本
地
震
に
係
る
本
市
の

対
応
に
つ
い
て
」「（
仮
称
）苫
小
牧
市
民

ホ
ー
ル
建
設
基
本
構
想
の
概
要
に
つ
い

て
」
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
樽
前
山
火
山
防
災
協
議
会
の
設
立

に
つ
い
て
」
で
は
、
協
議
会
の
メ
ン
バ

ー
に
ガ
ス
関
連
や
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
含
め

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
災
害
対
策
特
別

措
置
法
の
改
正
に
伴
う
火
山
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
も
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「（
仮
称
）苫
小
牧
市
民
ホ
ー
ル
建
設

基
本
構
想
の
概
要
に
つ
い
て
」
で
は
、

市
民
参
加
型
で
「
親
近
感
と
愛
着
を
も

て
る
施
設
」
と
い
う
考
え
方
で
臨
む
こ

と
が
説
明
さ
れ
、
今
後
の
進
め
方
や
財

源
の
考
え
方
、
建
設
候
補
地
な
ど
、
活

発
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
委
員
会

コンテナ船の衝突被害状況
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